
(57)【要約】

　　【課題】結合部の嵌合強度と軸荷重とを共に大きく

することができる回転軸の構造を提供する。

　　【解決手段】個別に形成された複数の部材（ガスタ

ービン発電機用にあっては、コンプレッサホイール１０

とタービンホイール１１と発電部のロータ１４とを含む

）を、中心部を貫通する１本のロッド部材２６の軸上で

相互結合してなる回転軸において、前記複数の部材の互

いの軸方向対向端面同士に、一方の外周面と他方の内周

面とが互いに密接可能であり、且つ径方向寸法（肉厚）

が互いに略等しい環状凸部２２・２３を形成する。これ

により、運転時の熱膨張や遠心膨張による内外両環状凸

部の拡径方向の伸び量が均等になるので、嵌合部の緊密

度を維持する上に大きな効果が得られる。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 個 別 に 形 成 さ れ た 複 数 の 部 材 を 、 中 心 部 を 貫 通 す る １ 本 の ロ ッ ド 部 材 の 軸 上 で 相 互 結 合
し て な る 回 転 軸 で あ っ て 、
　 前 記 複 数 の 部 材 の 互 い の 軸 方 向 に つ い て の 対 向 端 面 同 士 に は 、 一 方 の 外 周 面 と 他 方 の 内
周 面 と が 互 い に 密 接 可 能 で あ り 、 且 つ 径 方 向 寸 法 （ 肉 厚 ） が 互 い に 略 等 し い 環 状 凸 部 が 形
成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 回 転 軸 。
【 請 求 項 ２ 】
　 コ ン プ レ ッ サ ホ イ ー ル と タ ー ビ ン ホ イ ー ル と 発 電 機 の ロ ー タ と を 含 む 個 別 に 形 成 さ れ た
複 数 の 部 材 を 、 中 心 部 を 貫 通 す る １ 本 の ロ ッ ド 部 材 の 軸 上 で 相 互 結 合 し て な り 、 ガ ス タ ー
ビ ン 発 電 機 に 用 い ら れ る 回 転 軸 で あ っ て 、
　 前 記 複 数 の 部 材 の 互 い の 軸 方 向 に つ い て の 対 向 端 面 同 士 に は 、 一 方 の 外 周 面 と 他 方 の 内
周 面 と が 互 い に 密 接 可 能 で あ り 、 且 つ 径 方 向 寸 法 （ 肉 厚 ） が 互 い に 略 等 し い 環 状 凸 部 が 形
成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 回 転 軸 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 環 状 凸 部 は 、 前 記 複 数 の 部 材 の 互 い の 軸 方 向 に つ い て の 対 向 端 面 同 士 の 外 周 側 に 設
け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 若 し く は ２ に 記 載 の 回 転 軸 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 環 状 凸 部 は 、 径 方 向 寸 法 （ 肉 厚 ） が 、 当 該 回 転 軸 の 外 径 寸 法 に 比 し て 十 分 に 小 さ い
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か に 記 載 の 回 転 軸 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 回 転 軸 に 関 し 、 例 え ば ガ ス タ ー ビ ン エ ン ジ ン で 駆 動 す る 発 電 機 の 主 軸 な ど 、
個 別 に 形 成 さ れ た 複 数 の 部 材 を 、 中 心 部 を 貫 通 す る １ 本 の ロ ッ ド 部 材 の 軸 上 で 相 互 結 合 し
て な る 回 転 軸 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ガ ス タ ー ビ ン エ ン ジ ン で 駆 動 す る 発 電 機 の 主 軸 は 、 コ ン プ レ ッ サ ホ イ ー ル 、 タ ー ビ ン ホ
イ ー ル 、 永 久 磁 石 の 支 持 部 、 複 数 の ジ ャ ー ナ ル 部 、 ス ラ ス ト プ レ ー ト 等 と い っ た 複 数 の 部
材 か ら な り 、 こ れ ら を 同 一 軸 上 で 一 体 的 に 結 合 さ せ た 構 造 が 採 ら れ る こ と が 一 般 的 で あ る
。 従 来 、 複 数 の 部 材 を 一 体 化 す る た め に 、 適 宜 な 軸 方 向 長 に 渡 る 圧 入 嵌 合 部 を 各 部 材 に 設
け る と 共 に 、 単 一 の ロ ッ ド 部 材 を 各 部 材 の 中 心 に 貫 通 さ せ 、 ロ ッ ド 部 材 の 両 端 を ね じ 手 段
で 締 め 付 け る こ と に よ り 、 各 部 材 の 当 接 面 間 に ロ ッ ド 部 材 の 軸 荷 重 を 作 用 さ せ る よ う に す
る こ と が 一 般 的 で あ っ た （ 例 え ば 特 許 文 献 １ の Fig.7を 参 照 さ れ た い ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 米 国 特 許 第 ５ ， ９ ６ ４ ， ６ ６ ３ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か る に 、 上 記 の 特 許 文 献 １ に 示 さ れ た 従 来 の も の は 、 回 転 軸 を 構 成 す る 各 部 材 の 比 較
的 内 周 側 に 嵌 合 部 が 設 け ら れ て い た り 、 嵌 合 部 の 軸 方 向 寸 法 が 長 寸 で あ っ た り 、 ま た 嵌 合
部 の 径 方 向 の 肉 厚 が 不 均 一 で あ っ た り し た 。 そ の た め 、 各 結 合 部 の 当 接 面 に 作 用 す る 軸 荷
重 並 び に 嵌 合 部 の 締 め 代 が 不 均 一 に な る 上 、 運 転 時 の 熱 膨 張 や 遠 心 膨 張 の 影 響 を 受 け て 締
め 代 が 減 少 し て 嵌 合 強 度 が 低 下 す る こ と が あ っ た 。 そ の た め 、 固 有 振 動 数 に 個 体 差 が 生 じ
た り 、 共 振 点 で の 振 幅 が 過 大 に な っ た り す る な ど 、 運 転 時 の 振 動 低 減 が 容 易 で は な か っ た
。 特 に 、 高 速 回 転 に 対 応 す る た め に 空 気 軸 受 け を 用 い る 回 転 軸 に あ っ て は 、 ラ ジ ア ル 軸 受
け の 拘 束 力 が 比 較 的 小 さ い こ と も あ り 、 各 結 合 部 の 当 接 面 に 作 用 す る 軸 荷 重 が 不 足 す る と
、 軸 の 一 次 曲 げ 共 振 点 を 加 速 中 に 通 過 す る 際 に 発 散 し て し ま い 、 共 振 点 を 安 全 に 通 過 で き
な い と い っ た 不 都 合 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
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　 こ の よ う な 問 題 を 解 決 す る に は 、 回 転 中 に も 圧 入 嵌 合 部 の 締 め 代 を 確 保 す る こ と が で き
、 且 つ 結 合 部 の 当 接 面 に 十 分 に 大 き な 軸 荷 重 が 加 わ る よ う に す る 必 要 が あ る が 、 従 来 の 構
造 で は 、 こ の よ う な 要 望 を 満 足 さ せ る こ と は 困 難 で あ っ た 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の よ う な 課 題 を 解 決 し 、 結 合 部 の 嵌 合 強 度 と 軸 荷 重 と を 共 に 大 き く す る こ と が で き る
回 転 軸 の 構 造 を 提 供 す る た め に 本 発 明 は 、 個 別 に 形 成 さ れ た 複 数 の 部 材 （ ガ ス タ ー ビ ン 発
電 機 用 に あ っ て は 、 コ ン プ レ ッ サ ホ イ ー ル １ ０ と タ ー ビ ン ホ イ ー ル １ １ と 発 電 機 の ロ ー タ
１ ４ と を 含 む ） を 、 中 心 部 を 貫 通 す る １ 本 の ロ ッ ド 部 材 ２ ６ の 軸 上 で 相 互 結 合 し て な る 回
転 軸 に お い て 、 前 記 複 数 の 部 材 の 互 い の 軸 方 向 に つ い て の 対 向 端 面 同 士 に 、 一 方 の 外 周 面
と 他 方 の 内 周 面 と が 互 い に 密 接 可 能 で あ り 、 且 つ 径 方 向 寸 法 （ 肉 厚 ） が 互 い に 略 等 し い 環
状 凸 部 ２ ２ ・ ２ ３ を 形 成 す る も の と し た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 特 に 、 前 記 環 状 凸 部 を 、 前 記 複 数 の 部 材 の 互 い の 軸 方 向 に つ い て の 対 向 端 面 同 士 の 外 周
側 に 設 け る も の （ 請 求 項 ３ ） と し た り 、 径 方 向 寸 法 （ 肉 厚 ） が 十 分 に 小 さ い も の （ 請 求 項
４ ） と し た り す る と 良 い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の よ う な 本 発 明 に よ れ ば 、 嵌 合 部 の 肉 厚 を 略 等 し く す る こ と に よ り 、 運 転 時 の 熱 膨 張
や 遠 心 膨 張 に よ る 内 外 両 環 状 凸 部 の 拡 径 方 向 の 伸 び 量 が 均 等 に な る の で 、 嵌 合 部 の 緊 密 度
を 維 持 す る 上 に 大 き な 効 果 が 得 ら れ る 。 ま た 、 嵌 合 部 を 外 周 側 に 設 け る こ と に よ っ て 嵌 合
部 の 直 径 が 大 き く な り 、 回 転 中 の 遠 心 力 に よ る 内 外 両 環 状 凸 部 の 拡 径 方 向 の 伸 び 量 が 均 等
に な る の で 、 こ れ に よ っ て も 嵌 合 部 の 緊 密 度 を 高 く 保 つ 上 に 効 果 的 で あ る 。 さ ら に 、 内 外
両 環 状 凸 部 を 薄 肉 に す れ ば 、 嵌 合 部 の 剛 性 低 下 に よ っ て 圧 入 荷 重 が 軽 減 さ れ る の で 、 各 部
材 同 士 の 結 合 部 の 当 接 面 に 作 用 す る 軸 方 向 荷 重 が 大 き く な り 、 心 ぶ れ の 抑 制 に 効 果 的 で あ
る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 下 に 添 付 の 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 が 適 用 さ れ た ガ ス タ ー ビ ン 発 電 機 の 概 略 構 造 図 で あ る 。 こ の ガ ス タ ー ビ
ン 発 電 機 １ は 、 駆 動 力 を 発 生 す る エ ン ジ ン 部 ２ と 、 エ ン ジ ン 部 ２ か ら 回 転 力 を 与 え ら れ る
発 電 部 ３ と か ら な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 エ ン ジ ン 部 ２ は 、 反 発 電 部 側 の 端 面 が 概 ね 閉 じ た ア ウ タ ハ ウ ジ ン グ ４ と 、 ア ウ タ ハ ウ ジ
ン グ ４ 内 に 同 軸 的 に 受 容 さ れ て 燃 焼 室 ５ を 画 成 す る イ ン ナ ハ ウ ジ ン グ ６ と を 有 し て い る 。
こ れ ら ア ウ タ ハ ウ ジ ン グ ４ と イ ン ナ ハ ウ ジ ン グ ６ と の 間 に は 、 吸 気 通 路 ７ 、 燃 焼 ガ ス 通 路
８ 、 お よ び 熱 交 換 器 ９ な ど が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 更 に 、 エ ン ジ ン 部 ２ に は 、 外 気 を 吸 入 ・ 圧 縮 す る コ ン プ レ ッ サ ホ イ ー ル １ ０ と 、 燃 焼 ガ
ス 流 で 回 転 駆 動 さ れ る タ ー ビ ン ホ イ ー ル １ １ と が 、 互 い に 同 軸 的 に 設 け ら れ て い る 。 な お
、 コ ン プ レ ッ サ ホ イ ー ル １ ０ 並 び に タ ー ビ ン ホ イ ー ル １ １ の 各 出 口 に は 、 デ ィ フ ュ ー ザ や
ス テ ー タ ベ ー ン 等 が 設 け ら れ て い る が 、 こ れ ら は 図 示 省 略 し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 発 電 部 ３ は 、 略 円 筒 形 を な す ハ ウ ジ ン グ １ ２ と 、 ハ ウ ジ ン グ １ ２ 内 に コ ン プ レ ッ サ ホ イ
ー ル １ ０ 並 び に タ ー ビ ン ホ イ ー ル １ １ と 同 軸 的 に 受 容 さ れ た ス テ ー タ コ イ ル １ ３ と を 有 し
て い る 。 ス テ ー タ コ イ ル １ ３ の 空 芯 部 に は 、 コ ン プ レ ッ サ ホ イ ー ル １ ０ 並 び に タ ー ビ ン ホ
イ ー ル １ １ と 同 軸 且 つ 一 体 を な す ロ ー タ シ ャ フ ト １ ４ が 挿 通 さ れ て い る 。 こ の ロ ー タ シ ャ
フ ト １ ４ は 、 ス テ ー タ コ イ ル １ ３ の 空 芯 部 に 対 応 す る 位 置 に 設 け ら れ た 永 久 磁 石 片 装 着 部
１ ５ と 、 永 久 磁 石 片 装 着 部 １ ５ の 軸 方 向 両 側 に 設 け ら れ た ２ つ の ジ ャ ー ナ ル 部 １ ６ ・ １ ７
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と の ３ つ の 部 分 に 大 別 さ れ 、 コ ン プ レ ッ サ ホ イ ー ル １ ０ 側 の ジ ャ ー ナ ル 部 １ ７ に は 、 ス ラ
ス ト プ レ ー ト １ ８ が 一 体 的 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ２ つ の ジ ャ ー ナ ル 部 １ ６ ・ １ ７ と ス ラ ス ト プ レ ー ト １ ８ と は 、 ハ ウ ジ ン グ １ ２ に 一 体 的
に 設 け ら れ た 空 気 浮 揚 式 の ラ ジ ア ル 軸 受 け １ ９ と ス ラ ス ト 軸 受 け ２ ０ と で 回 転 可 能 に 支 持
さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ２ は 、 本 発 明 に 基 づ き 構 成 さ れ た コ ン プ レ ッ サ ホ イ ー ル １ ０ 並 び に タ ー ビ ン ホ イ ー ル
１ １ と 一 体 を な す ロ ー タ シ ャ フ ト １ ４ の 軸 方 向 に 沿 う 断 面 図 で あ る 。 こ の ロ ー タ シ ャ フ ト
１ ４ は 、 前 述 の 通 り 、 軸 端 側 ジ ャ ー ナ ル 部 １ ６ 、 永 久 磁 石 片 装 着 部 １ ５ 、 軸 方 向 中 央 側 ジ
ャ ー ナ ル 部 １ ７ お よ び ス ラ ス ト プ レ ー ト １ ８ か ら な っ て い る 。 こ れ ら の 各 部 分 は 、 そ の 部
分 に 適 合 し た 材 料 に て 適 宜 な 工 程 を 経 て 個 別 に 製 造 さ れ て い る 。 そ し て こ れ ら の コ ン プ レ
ッ サ ホ イ ー ル １ ０ 並 び に タ ー ビ ン ホ イ ー ル １ １ を 含 む 各 部 分 は 、 各 部 分 の 中 心 部 を 貫 通 す
る １ 本 の ロ ッ ド 部 材 ２ ６ の 軸 上 に て そ れ ぞ れ の 軸 方 向 端 に 形 成 さ れ た 嵌 合 部 ２ １ を 結 合 さ
せ る こ と で 一 体 化 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 各 嵌 合 部 ２ １ は 、 図 ３ に 詳 し く 示 し た よ う に 、 一 方 は 外 周 面 に 沿 う 短 寸 な 環 状 凸 部 ２ ２
か ら な り 、 他 方 は 、 こ の 環 状 凸 部 ２ ２ の 内 周 側 直 径 と 実 質 的 に 等 し い 外 周 側 直 径 の 短 寸 な
環 状 凸 部 ２ ３ か ら な っ て い る 。 こ れ ら の 両 環 状 凸 部 ２ ２ ・ ２ ３ は 、 そ れ 自 体 の 断 面 形 状 が
概 ね 矩 形 を な し 、 そ の 径 方 向 寸 法 Ｄ が 互 い に 略 等 し く さ れ 、 且 つ 互 い に 締 ま り 嵌 め と な る
よ う に そ の 寸 法 公 差 が 定 め ら れ る と 共 に 、 内 周 側 環 状 凸 部 ２ ３ の 軸 方 向 寸 法 Ａ １ よ り も 、
外 周 側 環 状 凸 部 ２ ２ の 軸 方 向 寸 法 Ａ ２ の 方 が 、 僅 か に 大 き く （ Ａ １ ＜ Ａ ２ ） さ れ て い る 。
こ れ に よ り 、 両 者 を 突 き 合 わ せ て 軸 方 向 荷 重 を 加 え る こ と で 印 籠 嵌 合 し た 際 に 、 必 ず 外 周
側 の 環 状 突 部 ２ ２ の 軸 方 向 端 面 が 相 手 側 部 材 の 段 部 ２ ４ に 当 接 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ れ ら の 個 別 に 形 成 さ れ た 複 数 の 部 材 か ら な る ロ ー タ シ ャ フ ト １ ４ と コ ン プ レ ッ サ ホ イ
ー ル １ ０ 並 び に タ ー ビ ン ホ イ ー ル １ １ と を 組 み 立 て る に 際 し て は 、 先 ず 、 タ ー ビ ン ホ イ ー
ル １ １ の 小 径 側 の 中 心 に 形 成 さ れ た 雌 ね じ 孔 ２ ５ に ロ ッ ド 部 材 ２ ６ の 一 端 に 形 成 さ れ た 雄
ね じ ２ ７ を 一 杯 に ね じ 込 む 。 そ し て タ ー ビ ン ホ イ ー ル １ １ に 突 き 出 し た 態 様 の ロ ッ ド 部 材
２ ６ に 、 コ ン プ レ ッ サ ホ イ ー ル 部 １ ０ 、 ス ラ ス ト プ レ ー ト １ ８ を 一 体 に 有 す る 軸 方 向 中 央
側 ジ ャ ー ナ ル 部 １ ７ 、 永 久 磁 石 片 装 着 部 １ ５ 、 並 び に 軸 端 側 ジ ャ ー ナ ル 部 １ ６ を 、 こ の 順
に 装 着 し 、 且 つ 各 環 状 凸 部 ２ ２ ・ ２ ３ 同 士 を 圧 入 に て 嵌 合 さ せ る 。 そ し て 最 後 に ロ ッ ド 部
材 ２ ６ の 軸 端 の 雄 ね じ ２ ８ に ロ ッ ク ナ ッ ト ２ ９ を 締 め 付 け る が 、 こ の 際 に ロ ッ ド 部 材 ２ ６
に 牽 引 力 を 加 え な が ら ロ ッ ク ナ ッ ト ２ ９ を 締 め 付 け る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の よ う に し て 、 各 部 材 が 同 一 軸 上 で 一 体 結 合 す る が 、 本 発 明 の 構 成 に よ る と 、 環 状 凸
部 ２ ２ ・ ２ ３ 同 士 に よ る 嵌 合 部 ２ １ の 軸 方 向 寸 法 Ａ １ 、 Ａ ２ が 比 較 的 小 さ く 設 定 さ れ て い
る の で 、 嵌 合 部 ２ １ の 摩 擦 抵 抗 に よ る 軸 方 向 荷 重 の ロ ス が 減 少 し 、 各 当 接 面 に 作 用 す る 軸
方 向 荷 重 が 略 均 等 に 高 ま る と 共 に 、 各 部 の 圧 入 荷 重 が 均 一 化 さ れ る 。 ま た 、 嵌 合 部 ２ １ を
構 成 す る 環 状 凸 部 ２ ２ ・ ２ ３ が 各 部 材 の 外 周 側 に 設 け ら れ 、 し か も 径 方 向 寸 法 Ｄ 、 つ ま り
肉 厚 が 小 さ く 且 つ 均 等 な の で 、 熱 膨 張 差 や 遠 心 膨 張 差 に 起 因 す る 嵌 合 部 に お け る 締 め 代 の
変 化 が 小 さ く な る 。 そ の 結 果 、 各 嵌 合 部 ２ １ の 相 互 結 合 力 が 運 転 時 に 低 下 し な い の で 、 心
ぶ れ が 起 こ り 難 く な り 、 共 振 周 波 数 で の 振 幅 が 小 さ く な り 、 加 速 中 に 共 振 点 を 安 全 に 通 過
す る こ と が で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 な お 、 環 状 凸 部 ２ ２ ・ ２ ３ の 径 方 向 寸 法 Ｄ は 、 圧 入 荷 重 を 過 大 に せ ず 、 且 つ 運 転 中 の 締
め 代 を 確 保 し 得 る よ う に 設 定 す る 必 要 が あ る が 、 本 実 施 例 に お い て は 、 ロ ー タ シ ャ フ ト １
４ の 外 径 寸 法 が ４ ８ mmな の に 対 し て Ｄ 寸 法 は ４ mmに 設 定 さ れ て い る 。 適 度 な 圧 入 荷 重 と 締
め 代 と を 両 立 し 得 る Ｄ 寸 法 と し て は 、 ロ ー タ シ ャ フ ト 直 径 の １ ／ １ ０ ～ １ ／ １ ５ 程 度 と す
る こ と が 好 ま し い 。
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【 ０ ０ １ ９ 】
　 さ ら に 本 発 明 の 構 成 に よ る と 、 従 来 構 造 に 比 し て 嵌 合 部 ２ １ に 塑 性 変 形 が 起 き 難 い の で
、 反 復 し て 分 解 ・ 組 立 を 行 っ た 際 の 組 立 時 の 結 合 強 度 の 再 現 性 が 高 ま る た め 、 反 復 繰 り 返
し 回 数 が 格 段 に 増 え る な ど 、 総 合 的 な 耐 久 性 の 向 上 に も 寄 与 し 得 る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 に か か る 回 転 軸 は 、 複 数 の 部 材 同 士 の 結 合 強 度 を 高 め る 上 に 効 果 的 で あ り 、 上 記
実 施 の 形 態 に 例 示 し た 発 電 機 付 き の タ ー ビ ン エ ン ジ ン に 限 ら ず 、 コ ン プ レ ッ サ ホ イ ー ル と
タ ー ビ ン ホ イ ー ル と を 同 軸 上 に 設 け た 過 給 機 な ど に も 適 用 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 が 適 用 さ れ る ガ ス タ ー ビ ン 発 電 機 の 概 略 構 造 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に よ る ロ ー タ シ ャ フ ト の 軸 方 向 に 沿 う 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に よ る ロ ー タ シ ャ フ ト の 嵌 合 部 の 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
１ 　 ガ ス タ ー ビ ン 発 電 機
２ 　 エ ン ジ ン 部
３ 　 発 電 部
１ ４ 　 ロ ー タ シ ャ フ ト
１ ５ 　 永 久 磁 石 片 装 着 部
１ ６ ・ １ ７ 　 ジ ャ ー ナ ル 部
２ １ 　 嵌 合 部
２ ２ ・ ２ ３ 　 環 状 凸 部
２ ６ 　 ロ ッ ド 部 材
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【 図 ３ 】
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